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HXサーバ QoSシステムクラスの設定
Cisco UCSは、DCE（Data Center Ethernet）を使用して、Cisco UCSドメイン内のすべてのトラ
フィックを処理します。イーサネットに対するこの業界標準の機能拡張では、イーサネットの

帯域幅が 8つの仮想レーンに分割されています。内部システムと管理トラフィック用に 2つの
仮想レーンが予約されています。それ以外の 6つの仮想レーンの Quality of Service（QoS）を
設定できます。CiscoUCSドメイン全体にわたり、これら 6つの仮想レーンでDCE帯域幅がど
のように割り当てられるかは、システムクラスによって決定されます。

各システムクラスは特定のタイプのトラフィック用に帯域幅の特定のセグメントを予約しま

す。これにより、過度に使用されるシステムでも、ある程度のトラフィック管理が提供されま

す。たとえば、ファイバチャネルプライオリティシステムクラスを設定して、FCoEトラ
フィックに割り当てられる DCE帯域幅の割合を決定することができます。

UCS Managerで QoSシステムクラスを設定するには、次の手順を実行します。
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Procedure

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCSManagerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャ
ルを入力します。

ステップ 2 Cisco UCS Managerで、[LAN]タブに移動します。

ステップ 3 [LAN]タブで、[LAN] > [LAN Cloud]を展開します。

ステップ 4 [QoS System Class]ノードを選択します。

ステップ 5 [Work]ペインで、[General]タブをクリックします。

ステップ 6 システムのトラフィック管理ニーズを満たすために設定するシステムクラスの次のプロパティ
を更新します。

マルチキャス

トの最適化

[MTU]重量パケット損失QoSイネーブルPriority

いいえ92164いいえ5有効にする

システムの

チェック

ボックスを

オンにしま

す。

Platinum

いいえnormal4対応4Gold

はいnormalベストエ

フォート

はい2Silver

いいえ9216ベストエ

フォート

はい1Bronze

いいえnormalベストエ

フォート

はいいずれ

か

ベストエ

フォート

該当なしfc5なし3fibre
Channel

新しい Cisco UCSドメイン設定で Platinumおよび BronzeシステムクラスのMTU値
を変更すると、以下の警告メッセージを受信する場合があります。

• Validating MTU change for QoS system class: 'platinum'. Failed: Cannot change MTU
from '1500' to '9216' since it is currently in use by '0' service profile(s).

• Validating MTU change for QoS system class: 'bronze'. Failed: Cannot change MTU from
'1500' to '9216' since it is currently in use by '0' service profile(s).

Note

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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HXサーバ用の VLANの作成

手順

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCSManagerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャ
ルを入力します。

ステップ 2 [LAN]タブ > [LAN] > [LAN Cloud] > [VLANS]に移動します。

ステップ 3 次の表に示すように、右クリックして [Create VLANs]を選択します。

VLAN ID（デ
フォルト）

マルチキャス

トポリシー名

説明VLAN名

3091HyperFlex次で使用されます。

• ESX管理

•ストレージコントローラ VMへ
の SSH

• HXクラスタ管理 IP：マルチキャ
ストトラフィックを使用

• HXデータプラットフォームプラ
グイン用の HyperFlex VMへの
vCenter接続

hx-inband-mgmt

3092HyperFlex次で使用されます。

• ESXNFSクライアント（IOvisor）

• HyperFlexレプリケーション/クラ
スタ

•クラスタデータ VIP

hx-storage-data

3093HyperFlex次で使用されます。

• VMおよびストレージ vMotion、
FT、iSCSI

hx-vmotion

任意*HyperFlex次で使用されます。

• VMデータトラフィック

insert existing vlan
name

（注）
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•設定オプションは [Common/Global]です。これは、両方のファブリックに適用され、いず
れの状況でも同じ設定パラメータが使用されます。

• *VMデータ VLANに関する特別な推奨事項はありません。VMデータトラフィック用の
独自の VLANを作成できます。デフォルトでは、HXDPインストーラは VMデータトラ
フィック用の VLANを作成しません。

•インストーラは、デフォルトで VLANを非ネイティブとして設定します。非ネイティブ
VLANに対応するようにアップストリームスイッチを設定してください。

MACアドレスプールの作成
すでに存在する可能性があるMACアドレスの重複を避けるために、デフォルトのMACアド
レスのブロックを変更できます。各ブロックには、デフォルトで 100個のMACアドレスが含
まれており、UCSシステムごとに最大 100のHXサーバを展開できます。トラブルシューティ
ングを容易にするために、vNICごとに 1つのMACプールを使用することを推奨します。

8桁目は Aまたは Bに設定します。「A」は、ファブリックインターコネクト Aにピン接続
された vNICで設定されます。「B」は、ファブリックインターコネクト Bにピン接続された
vNICで設定されます。

（注）

手順

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCSManagerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャ
ルを入力します。

ステップ 2 Cisco UCS Managerで、[LAN tab] > [Pools] > [root] > [Sub-org] > [hx-cluster] > [MAC Pools]に
移動します。

ステップ 3 [MAC Pools]を右クリックし、[Create MAC Pool]を選択します。

ステップ 4 [Create MAC Pool]ウィザードの [Define Name and Description]ページで、次に示すように必須
フィールドに入力します。

MACアドレスブロック割り当て順序説明MACプール
名

00:25:B5:XX:01:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプー
ル

hv-mgmt-a

00:25:B5:XX:02:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプー
ル

hv-mgmt-b
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00:25:B5:XX:03:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプー
ル

storage-data-a

00:25:B5:XX:04:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプー
ル

storage-data-b

00:25:B5:XX:05:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプー
ル

vm-network-a

00:25:B5:XX:06:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプー
ル

vm-network-b

00:25:B5:XX:07:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプー
ル

hv-vmotion-a

00:25:B5:XX:08:01-64SequentialHyperFlexシステム用MACプー
ル

hv-vmotion-b

ステップ 5 [Next]をクリックします。

ステップ 6 [Create MAC Pool]ウィザードの [Add MAC Addresses]ページで、[Add]をクリックします。

ステップ 7 [Create a Block of MAC Addresses]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ブロック内の最初のMACアドレス。[First MAC Address]フィール
ド

ブロック内のMACアドレス数。[Size]フィールド

ステップ 8 [OK]をクリックします。

ステップ 9 [完了（Finish）]をクリックします。

MACアドレスの変更後、以前に設定されたように ESXiが再設定されます。しかし、管理 IP
には DHCPが割り当てられたため、IPが変わります。

MACアドレス変更に対する製造プロセスの影響

•特に顧客がUCSファブリックインターコネクトがないHyperFlexサーバを発注する場合、
製造プロセスと顧客サイトの間でMACアドレスが変わります。

• MACアドレスは、サービスプロファイルの関連付けの際に設定されます。サービスプロ
ファイルの関連付けの解除の間は、設定されせん。

•製造プロセスの最後で、サービスプロファイルの関連付けが解除されます。つまり、MAC
アドレスが未設定になります。

• HyperFlexサーバを導入する場合は、MACアドレスプールを上記のように設定します。
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• VMWareはConsistent Device Naming（CDN）をサポートしていますが、5.5.SRが公開され
て以来、問題が報告されています。

QoSポリシーの作成
Quality Of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステ
ムクラスを割り当てます。このシステムクラスにより、このトラフィックに対するQuality Of
Serviceが決定されます。

vNICポリシー、または vHBAポリシーに QoSポリシーをインクルードし、その後、このポリ
シーをサービスプロファイルにインクルードして、vNICまたは vHBAを設定する必要があり
ます。

次の表は、設定可能なシステムクラスをまとめたものです。

Table 1:システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルのQoSポリシーに含めることができる設定可
能なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィック

レーンを 1つ管理します。

これらのシステムクラスのプロパティはすべて、カスタム設定や

ポリシーを割り当てるために使用できます。

プラチナ

Gold

Silver

ブロンズ

ベーシックイーサネットトラフィックのために予約されたレーン

に対する QoSを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必

要に応じて、データパケットのドロップを許可するドロップポリ

シーがあります。このシステムクラスをディセーブルにはできませ

ん。

ベストエフォート
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説明システムクラス

Fibre Channel over Ethernetトラフィックのために予約されたレーン
に対する Quality Of Serviceを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、

データパケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップ

なしポリシーがあります。このシステムクラスをディセーブルには

できません。

FCoEトラフィックには、他のタイプのトラフィックで使
用できない、予約されたQoSシステムクラスがあります。
他のタイプのトラフィックに FCoEで使用される CoS値
がある場合、その値は 0にリマークされます。

Note

ファイバチャネル

UCS Managerで QoSポリシーを作成するには、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 Webブラウザを開き、Cisco UCSManagerの IPアドレスを入力します。ログインクレデンシャ
ルを入力します。

ステップ 2 [Navigation]ペインで [LAN]をクリックします。

ステップ 3 [LAN]タブで [LAN] > [Policies]を展開します。

ステップ 4 [root]ノード > [Sub-org] > [hx-cluster]の順に展開します

ステップ 5 [QoS Policy]を右クリックし、[Create QoS Policy]を選択します。

ステップ 6 [Create QoS Policy]ダイアログボックスで、次の表に示すように必要なフィールドに値を入力
します。

ホストコントロールレートBurst SizeQoSクラスQoSポリシー名

noneラインレート10240PlatinumPlatinum

noneラインレート10240GoldGold

noneラインレート10240SilverSilver

noneラインレート10240BronzeBronze

noneラインレート10240ベストエ

フォート

ベストエフォー

ト

ステップ 7 [OK]をクリックします。
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What to do next

QoSポリシーは、vNICまたは vHBAテンプレートにインクルードします。

HXサーバ用の vNICテンプレートの作成

始める前に

このポリシーは、次のリソースの1つ以上がシステムにすでに存在していることを前提にして
います。

•ネームド VLAN

• MACプール

• QoSポリシー

• LANピングループ

•統計情報しきい値ポリシー

このプロシージャでは、合計 8つの vNICテンプレートを作成します。FI（A）と、同じセッ
トを FI（B）のそれぞれに、トラフィック管理、ストレージ管理、ネットワーク管理、および
VMotion用のテンプレートを 1つずつ割り当てます。

手順

ステップ 1 Cisco UCS Managerでは、[LAN tab] > [Policies] > [root] > [Sub-Organization] > [Hyperflex] >
[vNIC Templates]に移動します。

ステップ 2 [vNICテンプレート (vNIC Templates)]ノードを右クリックし、[vNICテンプレートを作成
(Create vNIC Template)]を選択します。

ステップ 3 [Create Network Policy]ダイアログボックスで、次のように必要なフィールドに値を入力しま
す。
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説明ネットワー

ク制御ポリ

シー

QoS
ポリ

シー

MTUMACア
ドレス

プール

ネイ

ティ

ブ
VLAN

VLANファ

ブ

リッ

ク ID

vNICテン
プレート

名

次で使用されます。

• ESX管理

•ストレージコント
ローラ VMへの
SSH

•クラスタ管理 IP

• HXDPプラグイン
用の HXコント
ローラ VMへの
vCenter接続。

• hv-mgmt-aと
hv-mgmt-bは、
vCenterで仮想ス
イッチ
vswitch-hx-inband-mgmt
のアップリンクと

して使用されま

す。

ネットワー

ク制御ポリ

シー：

hyperflex-infra

Silver1500hv-mgmt-aなしhx-inband-mgmtAhv-mgmt-a

hv-mgmt-bなしhx-inband-mgmtBhv-mgmt-b
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説明ネットワー

ク制御ポリ

シー

QoS
ポリ

シー

MTUMACア
ドレス

プール

ネイ

ティ

ブ
VLAN

VLANファ

ブ

リッ

ク ID

vNICテン
プレート

名

次で使用されます。

• ESXi NFSクライ
アント

（IOSvisor）

• HXDPレプリケー
ション/クラスタ

•クラスタデータ
VIP

• storage-data-aと
storage-data-b
は、vCenterで仮
想スイッチ
vswitch-hx-storage-data
のアップリンクと

して使用されま

す。

• NFSトラフィック
は、セキュリティ

と QoSを考慮し
て、専用の vNIC
およびVLAN上に
ある必要がありま

す。

ネットワー

ク制御ポリ

シー：

hyperflex-infra

Platinum9000storage-data-aなしstorage-dataAstorage-data-a

storage-data-bなしstorage-dataBstorage-data-b

次で使用されます。

• VMデータトラ
フィック（VDI、
データベースな

ど）

• vm-network-aと
vm-network-b
は、vCenterで仮
想スイッチ
vswitch-hx-vm-network
のアップリンクと

して使用されま

す。

ネットワー

ク制御ポリ

シー：

hyperflex-vm

Gold1500vm-network-aなし（カス

タマー
vlan
名）

Avm-network-a

vm-network-bなし（カス

タマー
VLAN
名）

Bvm-network-b
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説明ネットワー

ク制御ポリ

シー

QoS
ポリ

シー

MTUMACア
ドレス

プール

ネイ

ティ

ブ
VLAN

VLANファ

ブ

リッ

ク ID

vNICテン
プレート

名

次で使用されます。

• VMとストレージ
vMotion、FT

• hv-vmotion-aと
hv-vmotion-bは、
vCenterで仮想ス
イッチ vmotionの
アップリンクとし

て使用されます。

ネットワー

ク制御ポリ

シー：

hyperflex-infra

Bronze9000hv-vmotion-aなしhv-motion-aAhv-vmotion-a

hv-vmotion-aなしhv-motion-bBhv-vmotion-b

[General]領域で、次の参照テーブルに従って、8つすべての vNICにすべてのプロパティを設
定します。

無効フェールオーバー

アダプタTarget

更新Template Type

not setPINグループ

デフォルトStats Threshold Policy

not setダイナミック vNIC接続
ポリシー

各vNICテンプレートについて、以下の表に示すように設定されま
した。

VLANs
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表 2 : vNICテンプレートに設定された VLAN

注VLANsvNIC名

HXDPインストーラは、次のように UCSM LCP vNICに単一
の VLANを設定します。

• VLAN名を「hx-inband-mgmt」に設定します

•デフォルトでは VLAN IDを 3091に設定します。

HXDPインストーラでVLAN IDを変更できま
す。

（注）

• HXDPのインストール後、UCSMを開き、追加のVLAN
を作成して、「hv-mgmt-a」および「hv-mgmt-b」vNIC
テンプレートに追加できます。

これらの追加の VLANを使用して、NetApp
NFS/ISCSIファイラーなどの外部システムにア
クセスすることができます。

（注）

•ポートグループ名は、VLANの [hx-inband-mgmt]でサ
ポートされる [Storage Controller, Management Network]に
設定されている値です。

hx-inband-mgmthv-mgmt-a

hv-mgmt-b

HXDPインストーラは、次のように単一 VLANを設定しま
す。

• VLAN名を「hx-storage-data」に設定します

•ネイティブ VLANとして設定します

•デフォルトでは VLAN IDを 3092に設定します

HXDPインストーラでVLAN IDを変更できま
すが、hx-inband-mgmtと同じにすることはで
きません。さもないと、ESXiルーティングが
混乱します。

（注）

•ポートグループ名は次のとおりです。

•「Storage Controller Data Network」の後ろにVLAN
「hx-storage-data」が続きます。

• VMK「Storage Hypervisor Data Network」の後ろに
VLAN「hx-storage-data」が続きます

•サブネット 10

hx-storage-datastorage-data-a

storage-data-b
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注VLANsvNIC名

• UCSMで 1つ以上の VLANを手動で作成します

•ポートグループを手動で作成します。その際、ユーザ
が作成した VLANを後ろに続けます

• UCSMでさらに多くの VLANを作成し、それらを VM
トラフィック用に「vm-network-a」および
「vm-network-b」vNICテンプレートに割り当てること
ができます。

HXDPインストーラは VLANまたはポートグ
ループを設定しません。

（注）

ユーザが作成し

た VLAN
vm-network-a

vm-network-b

HXDPインストーラは、次のように単一 VLANを設定しま
す。

• VMotion: VLAN hx-vmotion

• VLAN IDを設定します

•ネイティブ VLANとして設定します

•デフォルトの VLAN IDは 3093です

•サブネット 10

hx-vmotionhv-vmotion-a

hv-vmotion-b

ステップ 4 完了したら、[OK]をクリックします。

vSwitchの設定
VMware ESXおよび ESXiホストの両方で、GUIまたはコマンドラインから vSwitchを設定で
きます。

CLI設定は、複数の ESXサーバをインストールして、vSwitch設定のスクリプトを構築する際
に非常に便利です。

ESXのインストール後、次の手順で ESXホストの vSwitchを設定します。

手順

ステップ 1 各 ESXサーバのコマンドラインにログインします。

ステップ 2 リストされた名前を使用して、各 ESXサーバで 3つの vSwitchを作成します。

• vswitch-hx-storage-data
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スイッチでMTUを 9000に設定します。

• vmotion

スイッチでMTUを 9000に設定します。

• vswitch-hx-vm-network

ステップ 3 次の CLIコマンドを使用して、3つの新しい vSwitchを作成します。

# esxcli network vswitch standard add -v vswitch-hx-storage-data

# esxcli network vswitch standard set -v vswitch-hx-storage-data -mtu= 9000

# esxcli network vswitch standard add -v vswitch-vmotion

# esxcli network vswitch standard set -v vswitch-vmotion -mtu=9000

# esxcli network vswitch standard add -v vswitch-hx-vm-network

ステップ 4 ESXiのインストール時に作成されるデフォルトの vSwitch vSwitch0は、Hxデータプラット
フォームノードのセットアップスクリプトが機能するように、「vswitch-hx-inband-mgmt」
に名前を変更する必要があります。次のコマンドを使用してスイッチの名前を変更してから、

vmkernelがコンフィギュレーションファイルを再度読み取り、新しい名前を使用するように、
ホストを再起動します。

# sed -i 's/vSwitch0/vswitch-hx-inband-mgmt/g' /etc/vmware/esx.conf

# reboot

ステップ 5 次のコマンドを使用して、ホストの再起動後に、vSwitchの作成と名前の変更が確認できます。

# esxcli network vswitch standard list

前述の4つのvSwitchがコマンド出力に表示されていることを確認します。switch-hx-inband-mgmt
vSwitchだけがアップリンクおよびポートグループをリストアップします。HX Data Platform
インストーラスクリプトは、残りのネットワーク構成を実行します。

仮想分散スイッチ（VDS）または Cisco Nexus 1000v
（N1Kv）への vMotionネットワークの移行

• HXに依存しない以下の特定のネットワークでは、VMware DVSまたは Cisco Nexus 1000v
を使用して HX Data Platformを設定できます。

vMotionネットワーク

仮想マシンネットワーク

•詳細については、Cisco Nexus 1000vのドキュメントを参照してください。

（注）
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HXに依存しない vSwitchと関連するポートグループをDVSネットワークまたはN1Kvネット
ワークに移行するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 vCenterから、DVSスイッチおよびポートグループを作成します。
a) [vCenter Inventory Lists] > [Datacenters] > [datacenter] > [Related Objects] > [Distributed

Switches]の順に選択します。[Add Distributed Switch]アイコンをクリックします。
b) [New Distributed Switch]ウィザードを完了します。2つのアップリンクを使用して各 DVS
スイッチを作成します。

例：VMネットワークと vmotion pg

• DVSwitch-VMNetwork：DVPortGroup-VMNetwork

• DVSwitch-Vmotion：DVPortGroup-Vmotion

ステップ 2 vSwitch、VMNetworkを移行します。VMNetworkを、従来の vSwitchから DVSに移行するに
は、次の手順を実行します。

a) [vCenter Inventory Lists] > [Datacenters] > [datacenter] > [Related Objects] > [Distributed
Switches]の順に選択します。

b) [DVSwitch-VMNetwork vSwitch]を選択します。[Add andManage Hosts]アイコンをクリッ
クします。[Add and Manage Hosts (ホストの追加と管理)]ウィザードが起動します。

c) [Select task]ページで、[Add Hosts]を選択します。[Next]をクリックします。
d) [Select hosts]ページで、[Add New Hosts]をクリックします。クラスタ内のすべてのホス

トを選択します。[Next]をクリックします。
e) [Select network adapter tasks]ページで、[Manage physical adapters]と [Migrate virtual machine

networking]を選択します。[Next]をクリックします。
f) [Manage physical network adapters]ページで、vswitch-hx-vm-network：VMネットワークの

一部である物理アダプタが DVSwitch-VMNetworkに割り当てられます。
g) [On other switches/unclaimed list (他のスイッチ/要求解除リスト)]で、スイッチで使用中

の vswitch-hx-vm-networkに対応する vmnicを選択します。
h) [Assign (割り当て)]アップリンクをクリックします。

i) [自動割り当て]を選択します。
j) [OK]をクリックします。ページが更新され、新しく割り当てられた vmnicが [On this

switch]にリストされます。
k) [Analyze impact]ページに、この移行による影響が表示されます。影響がすべてグリーン

であることを確認します。[Next]をクリックします。
l) [Migrate VM networking]ページで、新しいネットワークDVPortGroup-VMNetworkに移行

する VMを選択します。
Next

すべてのホストから、コントローラ VM、stCtlVMを除くすべての VMを選択します。
[DVPortGroup-VMNetwork]を選択します。[Next]をクリックします。
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各ホストのVMのリストには、コントローラVMを含むすべてのVMが含まれ
ています。コントローラVMは選択しないでください。コントローラVMを移
行すると、ストレージクラスタが中断されます。

（注）

m) [Ready to complete]ページで、移行の概要を確認します。[Finish]をクリックします。

移行後のシステムによって、複数のネットワーク関連のアラームが生成されま

す。アラームを確認し、クリアします。

（注）

ステップ 3 vmotion pgに vSwitchを移行します。vmotion pgを、従来の vSwitchからDVSに移行するには、
次の手順を実行します。

a) [vCenter Inventory Lists] > [Datacenters] > [datacenter] > [Related Objects] > [Distributed
Switches]の順に選択します。

b) [DVSwitch-Vmotion vSwitch]を選択します。[Add and Manage Hosts]アイコンをクリックし
ます。[Add and Manage Hosts (ホストの追加と管理)]ウィザードが起動します。

c) [Select task]ページで、[Add Hosts]を選択します。[Next]をクリックします。
d) [Select hosts]ページで、[Add New Hosts]をクリックします。クラスタ内のすべてのホスト
を選択します。[Next]をクリックします。

e) [Select network adapter tasks]ページで、タスク [Manage physical adapters]と [ManageVMkernel
adapters]を選択します。[Next]をクリックします。

f) [Manage physical network adapters (物理ネットワークアダプタの管理)]ページで、
vmotion:vmotion pgの物理アダプタ部分が DVSwitch-Vmotionに割り当てられます。

[On other switches/unclaimed (他のスイッチ/要求解除)]リストで、スイッチで使用中の
vmotionに対応する vmnicを選択します。[Assign uplink]をクリックし、[Auto-assign]を選
択して [OK]をクリックします。ページが更新され、新しく割り当てられた vmnicが [On
this switch]にリストされます。[Next]をクリックします。

g) [Manage VMkernel network adapters (VMkernelネットワークアダプタの管理)]ページで、
VMkernelアダプタをポートグループ DVPortGroup-Vmotionに移行します。

各ホストに対し、[On other switches (他のスイッチ)]で、スイッチで使用中の vmotionに対
応する VMKernelアダプタを選択します。[Assign port group]をクリックします。宛先ポー
トグループ、DVPortGroup-Vmotionを選択します。[OK]をクリックします。ページが更新
され、VMkernelネットワークアダプタが再度割り当てられ、送信元ポートグループと宛
先ポートグループがリストされます。

h) 新しいネットワーク、DVPortGroup-Vmotionに移行するホストを選択します。[Next]をク
リックします。

i) [Ready to complete]ページで、移行の概要を確認し、[Finish]をクリックします。

ステップ 4 移行後の手順：IO、ネットワークの接続性、およびVMの移行について、VMに影響がないこ
とを確認します。
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Stats Daemonのリセット
Description

ネットワークデーモンは、UDPまたは TCP経由で送信されるカウンタやタイマーなどの統計
情報をリッスンし、1つ以上の着脱可能なバックエンドサービスに集計を送信します。

手動でHXData PlatformサーバにESXを再インストールした後、パフォーマンス統計情報が正
しく表示されるように、stats daemonをリセットします。

アクション：stats daemonの再起動

手順

ステップ 1 ESXホストのコントローラ VMのコマンドラインにログインします。

ステップ 2 restartコマンドを実行します。

# /etc/init.d/statsd restart

ステップ 3 ストレージクラスタのすべての ESXホストのコントローラ VMで手順 1および手順 2を繰り
返します。

HyperFlex HXシリーズサーバディスクの詳細

発注ツールにおいて、特定のPIDで利用可能なディスク（およびサーバ）のみがサポートされ
ます。

（注）

すべてのHXシリーズサーバは、クラスタ内で同じタイプにする必要があり、ディスクの数も
同じでなければなりません。

ストレージクラスタ内のすべてのディスクには、同量のストレージ容量が必要です。

すべての SSDは TRIMをサポートする必要があり、TRIMが有効になっている必要がありま
す。

すべての HDDは、SATAまたは SASタイプのいずれかです。ストレージクラスタ内のすべて
の SASディスクは、パススルーモードにする必要があります。
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HybridHX240cHX220c

Cisco B200 M4（+ HX240c）：

2 X 2.5GHz E5-2680 v3

24 X 16GB DDR4 RAM

2 X 64GB SD FlexFlashカード

VIC 1340

Cisco 240c M4（以下を搭
載）：

2 X 2.5 GHz E5-2680 v3

24 X 16GB DDR4 RAM

1 X 120GB背面 SSD

1 X Cisco 12GBps SAS RAIDコ
ントローラ

1 X 120 GB SATA SSD

1 X 1.6TB前面 SATA SSD

最大 23 X 1.2 TB SAS 10k RPM
HDD（データ用）

VIC 1227 MLOM

Cisco 220c M4（以下を搭
載）：

2 X 2.5GHz E5-2680 v3

24 X 16GB DDR4 RAM

1 X Cisco 12GBps SAS RAIDコ
ントローラ

2 X 64 GB SD FlexFlashカード

1 X 120 GB SATA SSD

1 X 480 GB SATA SSD

6 X 1.2 TB、12 GBps SAS 10k
RPM HDD

VIC 1227 MLOM（2 X 10Gb
ポート）

HyperFlexをインストールする際の有効性検査
リリース 1.7.1-14835のハードウェアの新機能

HyperFlexインストーラは、HXシステムを設定する前に、以下の有効性検査を行います。

1. ファームウェア

2. ハードウェア

3. QoS

4. VLAN

有効性検査の結果は、次のいずれかの重大度レベルになります。

• [OK]：検査に合格しました。

• [Warning]：検査に合格しませんでした。理想的には問題を修正すべきですが、インストー
ルを続行することはできます。

• [Error]：検査できませんでした。エラーが修正されるまで、インストールを続行すること
はできません。

1.ファームウェアの有効性検査

コンフィギュレーションファイル：firmware_support.json
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•バージョンの互換性：HyperFlexのバージョンにUCSバージョンとの互換性があることが
確認されます。バージョンの互換性に関する最新情報については、Cisco HyperFlex HCL
のドキュメントを参照してください。

重大度：Error

設定：[Advanced] -> [firmware_support] -> [ucs_version]

•ディスク領域：インストーラ VMに、UCS A、B、Cバンドルと ESXiイメージをダウン
ロードするのに十分なディスク領域があることが確認されます。現在、約 3 GBの空き領
域が要件となっています。

重大度：Error

2.ハードウェアの有効性検査

これらの有効性検査では、HXシステムに必要なハードウェア設定が確認されます。サーバの
特定のモデルでサポートされるハードウェア設定の詳細については、サーバ仕様書で確認でき

ます。

コンフィギュレーションファイル：hardware_support.json

• FI接続： HXサーバは両方のファブリックインターコネクトに接続できるはずです。

重大度：Error

•対称 FI接続：HXサーバが両方のファブリックインターコネクトで同じポートに接続さ
れることが確認されます。

重大度：警告

• FlexFlashコントローラ：HXサーバに SDカード FlexFlashコントローラがあることが確
認されます。

重大度：Error

• FlexFlashコントローラエラー：SDカード FlexFlashコントローラにエラーがないことが
確認されます。

重大度：Error

• SDカード：HXサーバに 2つの SDカードがあることが確認されます。

重大度：Error

• SASコントローラ：HXサーバのSASコントローラがサポート対象であることが確認され
ます。

重大度：Error

設定：[Advanced] -> [hardware_support] -> [<ServerModel>] -> [sas_ctrl_supp_pid]

•ディスク：HXサーバのディスクがサポート対象であることが確認されます。

重大度：Error
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ディスクは 3種類の機能に使用されるため、ディスクごとに以下の 3つの設定がありま
す。

• SDSログ SSD

設定：[Advanced] -> [hardware_support] -> [<ServerModel>] -> [ssd_sds_logs_supp_pid]

•キャッシング SSD

設定：[Advanced] -> [hardware_support] -> [<ServerModel>] -> [ssd_caching_supp_pid]

•データ HDD

設定：[Advanced] -> [hardware_support] -> [<ServerModel>] -> [hdd_supp_pid]

• SDSログ SSD：

HXサーバの SASコントローラがサポート対象であることが確認されます。

また、HX240C_M4SXサーバの SDSログ SSDが PCHコントローラ（サポート SSD）に接
続されていることも確認されます。

重大度：Error

•キャッシングSSD：HXサーバのキャッシングがSASコントローラに接続されていること
が確認されます。

重大度：Error

•同一データディスク：HXサーバのすべてのデータディスクが同じ PIDであることが確
認されます。

重大度：Error

•データディスクのセクターサイズ：HXサーバのすべてのデータディスクのセクターサ
イズが 512バイトであることが確認されます。

重大度：Error

設定：[Advanced] -> [hardware_support] -> [<ServerModel>] -> [hdd_sector_size]

•最小データディスク：HXサーバの 3つ以上のデータディスクがあることが確認されま
す。

重大度：警告

設定：[Advanced] -> [hardware_support] -> [<ServerModel>] -> [hdd_min_req]

3. QoSの有効性検査

QoSの有効性検査では、必要とされる QoS設定を適用できるかどうかが確認されます。以下
の表に、HyperFlexトラフィックのシステム QoSクラスで必要とされるMTUを記載します。

必要なMTUHyperFlexトラフィックQoSクラス

9216ストレージデータPlatinum
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1500VMデータGold

1500管理トラフィックSilver

9216VMotionトラフィックBronze

1500なしBest Effort

• MTUの競合：インストーラは上記の QoSクラスのMTUを設定しようと試みます。ただ
し、上記の QoSクラスのいずれか 1つでも関連するサービスプロファイルで使用されて
いる場合、インストーラはすべての HyperFlexトラフィックにベストエフォート QoSク
ラスを設定しようと試みます。

重大度：警告

•ベストエフォートMTU：HyperFlexトラフィックにベストエフォート QoSクラスを使用
する必要がある場合、ベストエフォートMTUが標準（1500）またはジャンボ（9000）で
あることが確認されます。

重大度：Error

• QoSパラメータの変更：以下のいずれかの QoSパラメータを変更する必要があるかどう
かが確認されます。

• admin_state

• weight

• multicast_optimize

• cos

• drop

重大度：警告

4. VLANの有効性検査

•ストレージ/管理の競合：[storage-data]と [hv-mgmt]の vNICに同じ VLANが設定されてい
ないことが確認されます。

重大度：警告

•ストレージ/vMotion：[storage-data]と [hv-vmotion]の vNICに同じ VLANが設定されてい
ないことが確認されます。

重大度：警告

•管理/vMotion：[hv-mgmt]と [hv-vmotion]の vNICに同じ VLANが設定されていないこと
が確認されます。

重大度：警告
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•ストレージ VLAN：[storage-data]の vNICで使用中の VLANが指定されていないことが確
認されます。

重大度：警告
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